JAPAN 



EDICT OF GOVERNMENT M 

In order to promote public education and public safety, equal justice for all, 
a better informed citizenry, the rule of law, world trade and world peace, 
this legal document is hereby made available on a noncommercial basis, as it 
is the right of all humans to know and speak the laws that govern them. 



JIS A 5741 (2006) (Japanese) : Wood-plastic 
recycled composite 




The citizens of a nation must 
honor the laws of the land. 

Fukuzawa Yukichi 




リ It.: 



BLANK PAGE 




PROTECTED BY COPYRIGHT 



A 5741 ： 2006 



まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 建材 • 住宅 設備 産業 協会 （J-CHIF) 
ノ 財団法人 日本規格協会 （JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 制定す べきとの 申出が あり， 
日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 制定した 日本工業規格 である。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 を もたない。 
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日本工業規格 



JIS 
A 5741 :2oo6 



木材 'プ ラス チック 再生 複合 材 

Wood-plastic recycled composite 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 主に 建材に 使用す る 木材' プラスチック 再生 複合 材 （以下， 再生 複合 材 とい 
う。） の 原料に 用いる リサイクル 材の 種類 及び 配合 割合， 並びに， 再生 複合 材に 要求され る 基本的 物性 及び 
その 試験 方法に ついて 規定す る。 



2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す 
る。 これらの 引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 
JISA1454 高分子 系 張り 床材 試験 方法 

JISA1460 建築 用 ボード 類の ホルム アル デヒ ド 放散 量の 試験 方法 一 デシ ケー ター 法 

JISA1901 建築 材料の 揮発性 有機化合物 （VOC)， ホルム アルデヒド 及び 他の カルボ ニル 化合物 放散 

測定 方法 一 小形 チャンパ 一法 
JISA5371 プレ キャスト 無 筋 コンクリート 製品 
JISA5721 プラスチック デッキ 材 
JISA5905 繊維 板 

JISK 0400-61-10 水質 一 全 ひ 素の 定量 一 ジェチ ルジチ 才力 ルバ ミ ド酸銀 吸 光 光度 法 

JISK 0400-61-20 水質 一 ひ 素の 定量 一原 子 吸 光法 （水素化物 発生 法） 

JISK6743 水道 用 硬質 塩化 ピニル 管 継 手 

JISK 7111 プラスチック 一 シャル ピー 衝撃 強さの 試験 方法 

JIS K 7112 プラスチック 一 非 発泡 プラス チック の 密度 及び 比重の 測定 方法 

JISK 7171 プラスチック一 曲げ 特性の 試験 方法 

JIS K 7181 プラスチック 一圧縮 特性の 試験 方法 

JISK 7191-1 プラスチック 一荷 重た わみ 温度の 試験 方法 一 第 1 部 ： 通則 
JISK 7209 プラスチック 一 吸水 率の 求め 方 

JISK 7221-2 硬質 発泡 プラスチック一 曲げ 試験 一 第 2 部 ： 曲げ 特性の 測定 

JISK 7350-2 プラスチック 一 実験室 光源に よる 暴露 試験 方法 第 2 部： キセノン アーク 光源 

JISQ 14021 環境 ラベル 及び 宣言 一 自己 宣言に よる 環境 主張 （タイプ n 環境 ラベル 表示） 

JISZ2101 木材の 試験 方法 
JIS Z 8401 数値の 丸め 方 



3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， 次に よる。 

a) 木材 • プ ラス チック 再生 複合 材 廃棄物と して 発生した 木質 系 原料 及び 熱可塑性 プラスチック を 主 原 
料と して 再生 複合した もの。 
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近年， 資源の 有効 利用の 観点から， 廃 木材-廃 プラスチック を 用いた 研究開発が 進み， この 再 
生 複合 材 に関する 多種多様な 製品が 流通して いる。 この 再生 複合 材は， その 主 原料に 廃棄物 を 
使用し， 更に この 再生 複合 材の 廃材 を 繰返し 原料と して 利甩 できる 多 回 リサイクル 特性 を もつ 
ている。 したがって， この 再生 複合 材の 使用 は， リサイクル による 省資源 化， 廃棄物 削減， 及 
び 二 酸ィ匕 炭素 放出 量の 削減に 有効で ある。 

b) リサイクル 材料 製造工程 において， 回収 （再生） 材料から 再 加工され， 更に 最終 製品， 又は 製品へ 
組み込まれる 部品に 使用され る 材料。 

C) バージン 材料 リサイクル 材料 以外の 材料。 

め 木質 系 原料 木本 系， 草本 系 植物 由来の 原料 又は， 再生 複合 材の 廃材の 中に 含まれる 木質 系 原料。 

e) プラスチック 原料 熟 可塑性 プラスチック 原料 又は， 再生 複合 材の 廃材の 中に 含まれる 熟 可塑性 ブラ 
ス チック 原料。 

f) 実大 性能 試験 片に よるので はなく， 成形 品 （製品 素材 形状） を そのまま 甩 いて 試験す る ことによ つ 
て 確認す る 性能。 

4. リサイクル 材料の 含有率 

4.1 リサイクル 材料の 含有率 割合 再生 複合 材 における リサイクル 材料の 含有率 は， 使用す る リサ イク 
ル材の 質量 割合 を， 百分率で 示す。 

なお， リサイクル 材料の 含有率 は， 4.3 によって 求める。 
4.2 リ サイクル 材料の 含有率 区分 再生 複合 材 における リ サイ クル 材料の 含有率 区分 及び 表示 記号 は， 
表 1 による。 

なお， リサイクル 材料の 含有率 区分の 数値の 丸め 方 は， JISZ8401 による。 



表 1 リサイクル 材料の 含有率 区分 及び 表示 記号 



含有率 区分 


2^ ポ記巧 


40 % 以上 50 o/o 未満 


R40 


50 %以 上 60 % 未満 


R50 


60 % 以上 70 % 未満 


R60 


70 % 以上 80 % 未満 


R70 


80 % 以上 90 % 未満 


R80 


90 %以 上 


R90 



備考 リサイクル 材料の 含有率 は， 当該 再生 複合 材の 原料と して リサイクル 材料の 使用 割合 を 表示す 
る ことによって， 当該 再生 複合 材が， 廃棄物 削減に 資する 環境 配慮 形 製品 素材で ある こと を 象 
徵 的に 表す。 

4.3 リサイクル 材料の 含有率 計算 式 再生 複合 材の リサイクル 材料の 含有率 計算 式 は， 次に よる。 

― WWR + W?R ,ハ ハ，… … 

R= ^ - ^ xioo(%) (1) 

『=『W+『P+『F 
『p=『PV+『PR 
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木材 ■ プラスチック 再生 複合 材 ： 『 




木質 系 原料 ： JVw 


プラスチック 原料： fTp 


その他 ： PFf 




\、\ 






\、 




バージン 材料 


リサイクル 材料 






パー ジン 材料 


リサイクル 材料 




： 『wv 


： 『WR 






： 『PV 


： 『ほ 







ししに, 



R 
W 

『w 
『P 

『p， 
『w 
『Pi 



リサイクル 材料の 含有率 （％) 
当該 再生 複合 材 全体の 質量 (1) (kg) 
当該 再生 複合 材に 占める 木質 系 原料の 質量 (1) (kg) 
当該 再生 複合 材に 占める プラス チッ ク 原料の 質量 ( 2 ) (kg) 
当該 再生 複合 材の 木質 系 原料に 占める バージン 材料の 質量 (1) (kg) 
当該 再生 複合 材の プラスチック 原料に 占める バージン 材料の 質量 ( 2 ) (kg) 

当該 再生 複合 材の 木質 系 原料に 占める リ サイクル 材料の 質量 (L) (kg) 
当該 再生 複合 材の プラス チッ ク 原料に 占める リ サイクル 材料の 質量 ( 2 ) (kg) 
木質 系 原料 及び プラスチック 原料 を 除いた ものの 質量 ( 2 ) (kg) 

木質 系 原料の 質量 再生 複合 材 全体の 質量 （め， 再生 複合 材に 占める 木質 系 原料の 質量 （『W), 

再生 複合 材の 木質 系 原料に 占める バージン 木質 系 原料の 質量 （fFwv) 及び 再生 複合 材の 木質 系 

原料に 占める リサイクル 木質 系 原料の 質量 （^Twr) について は， JISZ2101 の 3.2 (含水 率） に 

規定す る 全 乾 質量と して 求める ものと する。 

プラスチック 原料 及び その他の 原料の 質量 プラスチック 原料 及び その他の 原料の 質量 は， JIS 
K7209 による。 

また， 当該 再生 複合 材の リサイクル 材料の 含有率 は， 木質 系 原料 及び プラスチック 原料に おける 各 リサ 
ィ クル 材料の 質量 割合 を 用いて， 次の よ う に 表す こと もで きる。 



注 (1) 



(2) 



ザ /0)： 



CwR し W (Ipr し P 

- + - 



100 100 

Cw+Cp 十 Cf^IOO 

し W= し WV + し WR 

し p=Cpv+CpR 



■(2) 



100 




木質 系 原料 ： Cw 


プラスチック 原料： Cp 


その他 


： Cp 




















バージン 材料 


リサイクル 材料 




バージン 材料 


リサイクル 材料 






- こ WR 




■ し PV 




■ し PR 





しし レし， し W, し P, し F - 
*^WV, し - 
し PV， し PR - 



5. 原料 



当該 再生 複合 材に 占める 木質 系 原料， プラスチック 原料， その他の 
それぞれの 質量 百分率 （％) 

当該 再生 複合 材の 木質 系 原料に 占める バージン 材料， リ サイ クル 材 
料の それぞれの 質量 百分率 （％) 

当該 再生 複合 材の プラスチック 原料に 占める パ一 ジン 材料， リ サイ 
クル 材料の それぞれの 質量 百分率 （％) 
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5.1 木質 系 原料 リサイクル 材料と して 認められる 木質 系 原料 は， 建設 系， 産業 系， 林業 系， 農業 系， 
その他と し， 表 2 による。 



表 2 リサイクル 材料と して 認められる 木質 系 原料 ( 3 ) 



分類 系統 


リサイクル 材料の 名称 


建設 系 


建設 - 建築 廃材 


せん （剪） 定枝条 


産業 系 


工場 加工 廃材 


植物 性 残さ 


林業 系 


製紙 廃棄物 


製材 廃材 


林 地残材 


除 • 間伐 材 


； m あ 糸 


農産 系 廃棄物 


その他 


一般 家庭 及び 事業所 廃棄物 





注 ( 3 ) バーゼル 条約に 抵触す る 物質 を 含まない。 

リサイクル 材料と して 発生す る 木質 系 原料の 主な 品名 を， 参考 表 1 に 示す。 



表 


1 リサイクル 材料と して 発生す る 木質 系 原料の 主な 品名 


リサイクル 材料の 名称 


発生 源 別 リ サイクル 材料の 主な 品名 


建設 - 建築 廃材 


住宅 廃材， コンパネ （型 材)， 公園 施設 廃材， ウッド デッキ 類， 外 構 工事 廃材， 
建設 • 建築 廃材 （建築 時の 端 材， 残 材)， 建築 解体 材 （柱， はり， 大引， 根太， 
パーティ クル ボード， 繊維 板） など 


せん 定枝条 


街路樹 （国， 県， 市町村)， 庭木 （企業， 個人)， 草本 類な どの せん 定枝条 


工場 加工 廃材 


のこ （鋸） くず， サンダー 粉， 端材， ノ 《一ティ クル ボード， 合板， 繊維 板， 繊 
維 補強 板な どの 工場 生産に よって 発生す る 廃材， 粉 碎分級 品， 再生 複合 材の中 
の 木質 系 原料 （端 材， 廃材） など 


植物 性 残さ 


茶 かすな どの 食品工業から 発生す る 廃材， コーヒー かす， 大豆 かすな ど 


製紙 廃棄物 


チップ ダスト， パルブス ラッジ などの 製紙 廃棄物， 古紙な ど 


製材 廃材 


樹皮， のこ （鋸） くず， かんな （鉋） くず， 端材 などの 製材 廃材， 竹 製材く ず 


權残材 


枝， 葉， 梢， 端 尺材， 低質材 などの 林 地残材 など 


除 • 間伐 材 

(竹材 を 含む） 


除 伐材， 間伐 材， 風 倒材， 凍 裂材， 雪害 材， 病害 材 など 


農産 系 廃棄物 


麦 わら， もみ （籾） 殻， サ トウ キビ パガ ス， ケ ナフ * などの 農業 系 バイオマス 
材料， 稲 わら 


一般 家庭 及び 事業所 廃 

棄物 


家具等 廃材， 再生 複合 材の 中の 木質 系 原料な どの 廃材な ど 







注 * ケ ナフ は， 他の 利用に よって 生じた 廃棄物と する。 
備考 植物 系 接着剤の よ う に 製品 となって いるもの は 含まない。 
参考 参考 表 1 は， 社団法人 国土 緑化 推進機 構の 木質 バイオマス 研究会 ホームページの "バイオマスと 
は" から 作成。 



5.2 プラスチック 原料 プラスチック 原料 は， 熱可塑性 プラスチック とし， 表 3 による。 
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表 3 プラスチック 原料 ( 4 ) 



ノコ 規术桃 




口 CT^ 


一般 用 プラスチック 


ヽ ソ > ^メノ ソ ノ レ^ス "7" ノレ 


JriVLLVlA. 


mjy レ、 一 7i> 

■knt 1 し 1— —^ノレ 


■T" V し 


ゴ ドし、 ノ 

^■4 ヽソ ノ！ ~1 レ 


PP 

rr 


rf^ f 1 T キし、 ノ 
/1 ヽ ソ — ノ レノ 


PP 


ポ リ エチレン テ レフ タレ一 ト 


PET 


ポリスチレン 


PS 


スチレン/アクリロニトリル 


SAN 


飽和 ポリエステル 


SP 


ァク リロ 二 トリ ル /ブタジエン/スチレン 


ABS 


エンジニアリング 
プラスチック 


ポリ カーボ ネート 


PC 


ポリ アミ ド 


PA 


ポリ フエ 二 レン エーテル 


PPE 


その他の プラスチック 


PC/ABS ァ ロイ 


PC/ABS 


隱撃性 アクリロニトリル/スチレン AS 人 AES， ACS (ABS) 


PP/EPDM ァ ロイ 


PP/EPDM 


エチレン/酢酸 ビニル 


EVAC 


ポ リブ テン 


PB 


メタ クリ ル酸メ チル / ァ クリ ロニ トリ ル / ブタ ジェ 
ン スチレン 


MABS 


ポリ テ トラフ ルォロ エチレン 


PTFE 



5 主 rt 表 3 に 示す 原料に は， バーゼル 条約に 抵触す る 物質 を 含まない。 

なお， 再生 複合 材の 材料と して 使用す る プラスチック は， 表 3 の ほか， 天然 ゴム， エラ 
スト マー， 産業廃棄物 として 得られる プラスチック， 再生 複合 材の 廃棄物の 中の 熱 塑性プ 
ラス チック 及び それら 同士の 混合物で もよ い。 ただし， 表示す る 場合に 用いる 記号 は， 日 
本 工業規格で 規定され た 記号が ある 場合 は その 記号 を， それ 以外 は， 適切な 表示 を 行う。 



#^ リサイクル 材料と して 発生す る 熱可塑性 プラスチックの 主な 品名 を 参考 表 2 に 示す。 



参考 表 2 リサイクル 材料と して 発生す る 熱可塑性 プラスチックの 主な 品名 



熱可塑性 プラスチック 


記号 


リサイクル 材料の 主な 品名 


ポリプロピレン 


PP 


食器 容器， 浴用 品， トイレタリー 容器， フィルム， ひも， 収納 容 
器， 電気製品， 人工 毛髪な ど 


ポリエチレン 


PE 


フィルム， 発泡 製品， 買い物 袋， ゴミ 袋， 自動車の ガソリン タン 
ク， シート， パレット， 人工 食道， 人工 気管な ど 


ポリスチレン 


PS 


カップ， トレ一， がん （玩） 具， 食卓 用品 （調味料 入れ） など， 
魚 箱， 人造 紙， 発泡スチロール など 


アクリロニトリル ノ 
ブタジエン/スチレン 


ABS 


冷蔵庫， テレビ， オーディオ 機器な どの 外側， 旅行 トランク， 力 
メラ 部品， 発泡 製品， 成形 品 （射出， 押出， ブローな ど） 


ポリ 塩化 ビニル 


PVC 


ラップ， 農業 甩 ビニール シート， 建材 (床 材， 壁紙な ど)， 電線 被 
覆， 擬革 （ぎかく）， レコード， 造花， 消しゴム など 


ポリ カーボ ネート 


PC 


ファン， 安全 ガラス， ヘルメット， フィルム， CD, ほ 乳 瓶， 業務 
用 食器， 自動車 部品， 電機 部品， カメラの ボディ， サインペンの 
ペン チップな ど 



参考 参考 表 2 は， 社団法人 日本 建材 産業 協会" 廃 プラスチック リサイクル システム 調査 委員会 報 
告書" から 作成。 
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5.3 その他の 原料 木質 系 原料 及び 熱可塑性 プラスチック 原料 を 除いた 原料 をい い， 例えば， 顔料， 可 
塑剤 などの 添加剤 をい う。 ただし， それらの 原料 は， バーゼル 条約に 抵触す る 物質 を 含まない ものと する。 

6. 原料 配合 率 

6.1 木質 系 原料の 配合 率 再生 複合 材 における 木質 系 原料の 配合 率 は， 全 使用 原料 （め における 木質 系 
原料 （^fw) の 占める 質量 百分率 (Cw) とし， 計算 式 は 次に よる。 

『w 

Cw= — xlOO (%) (3) 

6.2 プラスチック 系 原料の 配合 率 再生 複合 材 における プラスチック 系 原料の 配合 率 は， 全 使用 原料 （め 
における プラスチック 系 原料 (W^) の 占める 質量 百分率 （Cp) とし， 計算 式 は 次に よる。 

Cp-— xlOO(%) (4) 



7. 種類 再生 複合 材の 用途 分野 及び 用途 区分に よる 種類 及び 記号 は， 表 4 による。 



表 4 再生 複合 材の 用途 分野 及び 用途 区分， 並びに 主な 製品 類 



甩途 分野 


記 巧 


用途 区分 


記 巧 


主な 製品 類 （参考） 






歩道 用 


I 


デッキ 材 


エクステリア 


EX 


住宅 又は 野外 施設 用 


n 


デッキ 材， ベンチ， パルコ 二一， フエ 
ンス， 門扉， パーゴラ， テラス 






その他 用 


m 


外壁， ルーバー， さく （柵） 


インテリア 


IN 


住宅 等 床 用 


I 


フローリング 材 


住宅 等 室内 造作 用 


n 


造作 材， 化粧 材 


土木 


CV 


型枠 工事 用 


I 


型枠 材 


歩道 用 


n 


ブロック 材 



8. 品質 

8.1 素材 性能 

a) S* 物性 再生 複合 材の 素材と しての 基本 物性 は， 9.2 によって 試験し， 表 5 に 適合し なければ ならな 
い。 表 5 以外の 物性に ついては， 受渡 当事者 間の 協議に よる。 

b) 安全性 再生 複合 材の 素材と しての 安全性 は， 9.3 によって 試験し， 表 5 に 適合し なければ ならない。 
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表 5 再生 複合 材の 素材 性能 









用途 分野 記号 


週 用 
試験 


性能 項目 


単位 


EX 


IN 


CV 








I 


n 


m 


I 


n 


I 


n 


箇条 




密度' 比重 


真 比重 




0.8 
〜1.5 


0.8 

〜： 1.5 


0.8 
〜1.5 


0.8 

〜： 1.5 


0.8 

〜： 1.5 


0.8 
〜1.5 


1.0 
〜1.4 


9.2 a) 






吸水 率 


% 


10 以下 


10 以下 


10 以下 


10 以下 


10 以下 


10 以下 


10 以下 


9.2 b) 




吸 フ乂特 件 

A/J ゝ，、 r 1 ェ 


長さ 変化 率 

(5) 


% 


3 以下 


3 以下 


3 以下 


3 以下 


3 以下 


3 以下 


3 以下 


9.2 c) 


1 

し 


強度 


曲げ 特性 


MPa 


20 以上 


20 以上 


15 以上 


10 以上 


10 以上 




10 以上 


9.2 d) 




衝撃 強さ 


kJ/m' 


0.5 以上 


0.5 以上 


0.5 以上 


0.5 以上 


0.5 以上 






9.2 e) 




熟 特性 


荷重た わみ 
温度 


。C 


70 以上 


70 以上 


40 以上 


40 以上 


40 以上 






9.2 f) 




耐候性 


引 張 強さ 変 
化 率 


0/ 
/o 


—30 以内 


—30 以内 


—30 納 










"丄 gj 






伸び 変化 率 




50 以内 


50 以内 


50 以内 














揮 難物 
質 放散 量 


ホルム アル 
デヒド 


mg/1 


平均値で 0.3 以下， かつ， 最大値で 0.4 以下 






9.3 a) 1) 






カドミウム 




0.01 以下 












0.01 以下 


9.3 b) 1) 




有害物質 


水銀 


mg/1 


0.000 5 以下 




溶 出 量 


セレン 


0.01 以下 








ひ 素 




0.01 以下 


9.3 b) 2) 






六 価 クロム 




0.05 以下 


9.3 b) 3) 



注 (う 長さ 変化 率で いう 長さと は， 押出し 方向 をい う。 ただし， 注 型 品 及び 射出 成形 品 は 長 手 方向 をい い， 押出し 方 
向 又は， 長 手 方向と それに 直交す る 方向に ついて 試験 を 行う。 



8.2 実大 性能 再生 複合 材の 用途 分野 及び 用途 区分に よる 実大 性能 項目 及び 試験 は， 表 6 による。 ただ 
し， これ 以外の 実大 性能に ついては， 受渡 当事者 間の 協議に よる。 

なお， 当該 再生 複合 材は， その 固有の 配合 組成 及び 成形 条件に よって 必ずしも 素材の 性能から 実 大の性 
能 を 推定で きない 場合 も あるので 用途 分野 及び 用途 区分 ごとに 想定され る実大 基本 物性 試験 を 行う ものと 
する。 



表 6 再生 複合 材の 実大 性能 



用途 分野 記号 


EX 


IN 


CV 


性， 




I 


n 


m 


I 


n 


I 


n 


し 


曲げ 


JISA5721 


JIS A 5721 


JIS A 5721 


林 4 ロノ： K 
第 1073 号 
(フロー 
リ ング） 


JIS K 7221-2 


jm^^'^ ロ不 
第 233 号 
(合板） 


JIS A 5371 


局部 圧縮 


JIS Z 2101 














滑り (7) 


JISA1454 












JIS A 1454 



注め 局部 圧縮 は， JIS Z 2101 木材の 試験 方法で 行い， 部分 圧縮 試験の 応力で 表示す る。 
滑り は， JIS A 1454 高分子 系 張り 床 試験 方法の 滑り 抵抗 係数 めで 表す。 

a) 実大 性能の 試験 体 実大 性能の 試験 体 は， 各 適用 試験 規格に よる。 ただし， 被 試験 体 素材の サイズで 



試料 を 採取で きない 場合 は， 規定の 試料 形状の 相似形で 最大限 採取で きる 寸法の もので 試験 を 行う。 
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b) 外観 再生 複合 材の 素材と しての 外観 は， 表 7 に 適合し なければ ならない。 



表 7 外観 



欠点の 種類 


判定 


汚れ， きず (8) 


著しく 目立つ ものが あって はならない。 


反り， ねじれ 


著しく 目立つ ものが あって はならない。 


異物の 混入 (^) 


著しく 目立つ ものが あって はならない。 


欠け， ひび， 割れ， 貫通す るき 裂 


あって はならない。 



注 原料に よる 影響 は 含まない。 
異物と は， 原料 以外の もの をい う。 



9. 試 法 

9.1 試験の 一般 条件 試験の 一般 条件 は， JISZ2101 の 2. による。 ただし， 準拠す る JIS などの 試験 方 

法に おいて 別の 環境 条件が 規定され ている 場合 は， それに 従う。 

9.2 a* 物性 試験 再生 複合 材の 素材の 基本 物性 試験 は， 次に よる。 

a) 密度 及び 比重の 試験 密度 及び 比重の 試験 方法 は， JISK 7 112 の 5 .1 [A 法 （水中 置換 法)] による。 

b) 吸水 率 試験 吸水 率 試験 は， JIS A 5905 の 6.8 による。 

C) 長さ 変化 率 試験 長さ 変化 率の 試験 方法 は， JISA5905 の 6.10 による。 
め 曲げ 特性 試験 曲げ 特性 試験 方法 は， JISK7171 による。 

e) 衝撃 強さ 試験 衝撃 強さの 試験 方法 は， JISK7111 による。 

f) 荷重た わみ 温度 試験 荷重た わみ 温度の 試験 方法 は， JISK 7191-1 による。 

g) 耐候性 試験 耐候' ffi 試験 は， JISK 7350-2 による 暴露 試験 を 行い， 評価 方法 は， JISA5721 による。 
9.3 安全性 試験 再生 複合 材の 素材の 安全性 試験 は， 次に よる。 

a) 揮発性 物質 放散 量 試験 揮発性 物質 放散 量 試験 は， 次に よる。 

1) ホルム アル デヒ ド ホルム アル デヒ ドの 放散 量 試験 は， JISA1460 又は， JISA1901 による。 ただし， 
表 5 の 規定値 は， JIS A 1460 における 数値で あるが， J1S A 1901 による 場合に は， 0,005 mg/m 2 /h 以 
下と する。 

b) 有害物質 溶 出 量 試験 有害物質 溶 出 量 試験 は， 次に よる。 

1) カドミウム， 鉛， 71^ 及び セレン カドミウム， 鉛， 水銀 及び セレンの 溶 出 量 試験 は， JISK 6743 

による。 

2) ひ 素 ひ 素の 溶 出 量 試験 は， JISK 0400-61-10 による。 

3) 六 価 クロム 六 価 クロムの 溶 出 量 試験 は， JISK 0400-61-20 による。 
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10. 表示 製品 又は 包装に は， 次の 事項 を 表示し なければ ならない。 ただし， 一荷 口 ごとに 表示しても 
よい。 

a) リサイクル 材料の 含有率 区分， 木質 系 原料の 配合 率， プラスチック 原料の 記号， プラスチック 系 原料 
の 配合 率， 用途 分野 及び 用途 区分の 記号。 

製品 又は 包装への 表示 は， JISQ 14021 による メビウス ループの 下に， リサイクル 材料の 含有率 区分， 
木質 系 原料の 配合 率， プラスチック 原料の 記号， プラスチック 系 原料の 配合 率， 用途 分野 及び 用途 区 
分の 記号 を， 次の 例の ように， 容易に 消えない 方法で 表示す る。 



R80 W50 PP40 EX-I 

I 用途 分野 及び 用途 区分の 記号 （表 4 参照。） 

I プラスチック 系 原料の 配合 率 （％) (6.2 参照。） 

I プラスチック 原料の 記号 （表 3 参照。） 

I 木質 系 原料の 配合 率 （％) (6.1 参照。） 

リサイクル 材料の 含有率 区分 （表 1 参照。） 



備考 1. プラスチック 原料の 記号 は， 再生 複合 材の 原料と して 使用す る プラスチックが 複数 含まれる 
場合に は， も つ とも 含有量の 多い 物 を 表 3 の 記号に よつ て 表示す る。 
2. シン ポル マーク は， JISQ14021 による。 
b) 製造 年月 又は その 略号 
C) 製造業 者 名 又は その 略号 

d) 原料の 種類 （表 2, 及び 表 3 を 用いて， 以下の 例の ように 表示す る。） 

(例） 

木質 系 原料 （建設 系 建設 • 建築 廃材 Z 林業 系 製材 廃材） 

プラスチック 系 原料 (PP/PE) 



11. 報告 製造業 者 は， 使用者から 要求が あった 場合に は， 試験 成績表 を 提出し なければ ならない。 
なお， 試験 成績表の 様式の 例 を， 表 8 に 示す。 



10 

A 5741 ： 2006 

表 8 試験 成績表の 例 

木材 • プラス チッ ク 再生 複合 材 試験 成績表 



年 月 製造業 者 名 ： 

素材 性能 



区分 


項目 


mm 


e 果 




口 亩 TS 
ロロ 黄 爭丄貝 


jf^ も 匕 T¥5 FT 


早 位 


No. 


No. 


No. 






基本 物性 


密度 • 比重 


真 比重 














吸水 特性 


吸水 率 


% 












長さ 変化 率 


% 












強度 


曲げ 特性 


MPa 












衝撃 強さ 


kJ/m2 












熱 特性 


荷重た わみ 温度 


V 












耐候性 


引 張 強さ 変化 率 


% 












伸び 変化 率 


% 












安全性 


揮発性 物質 放散 量 


ホルム アル デヒ ド 


mg/1 












有害物質 溶 出 量 


力 ド ミゥム 


mg/1 












鉛 












水銀 












セレン 












ひ 素 












六 価 クロム 












その他 

(10) 







実大 性能 



区分 


性能 項目 


0^ 験 fe 果 


備考 


No. 


No. 


No. 




基本 物性 


曲げ 












局部 圧縮 












滑り 












その他 

(10) 







記: 



注 ("^ 受渡 当事者 間の 協議に よって 追加す る 項目が ある 場合 は， それら も 記載す る。 



